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各学校ではブール開きも終り暑い目を待つばかり（白石第二小学校）



　白石市「財政状況の公表に関する条例」の

定めるところにより、昭和52年！0月1日から

昭和53年3月31日までの白石市の財政事情を

鈴木孝一郎

お知らせします。

　　　　　　　白石市長

昭和52年度一般会計予算構成図

歳入
自

主

財
　
円
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税
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市
ー

地方交付税
，467，227千円
（31．1％）

源

♂
3

その他

443、052千円
　（9．4％）

依

存

歳入予算額
4，723，047千円

　（100％）

　
円

債
肝
知

　
4
0
」

　
軌
国

市
6
6
（

分担金及び負担金
　57，045千円（1．2％

使用料及び手数料
　58，916千円（1．2％

財産収入
　45，719千円（1．0％

寄付金
　4、227千円（0．1％

繰入金
　77，426千円（1．6％

繰越金
101，609千円（2．2％

諸収入
　98，l　l　O千円（2．1％

国県支出金

873、126千円
　（［8．5％）

毎
駕

地方譲与税
　73，141千円（1．5％）

自動車取得税交付金
　50、479千円（1．1％）

交通安全対策特別交付金
　4，655千円（0．1％）

娯楽施設利用税交付金

　　974千円（一）

　　　　　　　　　一般　．

昭和52年度　　会計別総括表
1単f妊円）　特別　昭和53年3月3旧現在

財

1原

　
昭
和
五
十
二
年
度
の
最
終
予
算
額

は
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
総
額

五
十
九
億
七
千
四
百
四
十
八
万
四

千
円
で
こ
れ
を
前
年
度
最
終
予
算
総

額
五
十
億
六
百
五
十
三
万
円
と
比
較

し
ま
す
と
九
億
六
千
七
百
九
十
五
万

四
干
円
の
増
加
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
一
般
会
計
で
は
事
業
費
、

福
祉
関
係
お
よ
ぴ
繰
出
金
等
の
増
、
ま

た
収
入
で
は
地
方
交
付
税
、
国
庫
支

出
金
、
市
債
な
ど
増
嵩
を
見
て
お
り

ま
す
。

　
特
別
会
計
で
は
、
宅
地
造
成
事
業

貸
付
資
金
特
別
会
計
が
駆
止
さ
れ
予

算
額
で
一
億
八
千
三
百
六
十
二
万
円

の
減
額
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

般
　
会

計

　　出

予算残額

740，053

209，147

　　960

46，90U

257，007

997，060

歳

支出済額

3，982，994

　902，988

　　7，179

　84，263

　994，荏30

4、977，424

マ
人

収ス、済額1未収入額

175，765

46，625

　　　545

　　8，550

55，720

239，485

3，896，978

1，044，415

　　　　7，884

　　　68，752

1，129，D51

5，018，029

　歳
調定額

4，072，743

1，091，040

　8，429

　77，302

1、176，771

1予算規模別

歳
入
の
あ
ら
ま
し

計ム
本

4，723，047

1，112，135

　　　　8，139

　　131，163

1．251．437

一般会計
国尾健康保険

白石市簡易
水道事業

特

別

会

言1’

48415．249，514

　
　
　
　
　
〔
（
）
内
は
前
年
〕

　
予
算
総
額
四
十
七
億
二
千
三
百
四

万
七
干
円
で
あ
り
ま
し
て
、
歳
入
の

う
ち
市
税
、
諸
収
入
、
繰
越
金
な
ど

自
主
財
源
が
三
三
智
、
地
方
交
付
税

国
県
支
出
金
、
市
債
等
の
依
存
財
源

が
六
六
・
四
罫
で
あ
り
ま
す
。

　
収
入
率
は
八
二
・
五
宵
で
主
な
も

の
は
、
市
税
二
八
も
智
（
＝
二
孔
智
）

地
方
交
付
税
三
八
智
（
二
四
・
五
新
）

国
県
支
出
金
一
八
・
七
智
（
一
九
・

九
宵
）
で
全
体
八
六
・
一
智
（
七
六
・

三
暫
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
税
十
一
億
一
千
八
百
十
八
万
六

千
円
（
十
一
億
三
干
七
百
七
十
七
万

円
）
の
主
な
も
の
は
、
市
民
税
三
八

・
九
智
（
四
八
・
五
郭
日
）
固
定
資
産

税
三
七
・
一
智
〔
三
二
・
O
U
じ
で

す
。
　
｝
入
当
り
の
負
担
し
た
税
金
は

二
万
九
千
二
百
八
十
四
円
で
、
一
世

帯
十
一
万
九
千
九
百
円
で
す
。

歳
出
の
あ
ら
ま
し

　
　
　
〔
〔
　
）
内
は
前
年
〕

　
執
行
率
は
八
四
・
三
嵩
で
す
。

　
歳
出
を
目
的
別
に
み
ま
す
と
、
教

　
　
　
　
　
　
　
ノ

育
費
一
二
・
三
智
プ
（
一
五
・
五
新
）

民
生
費
一
八
・
六
智
（
二
〇
・
九
皆
）

総
務
費
一
六
・
八
智
（
一
八
・
九
妙
じ

土
木
費
一
四
・
八
新
二
五
・
八
旨
）

と
続
き
、
全
予
算
の
七
〇
・
三
新
（
七

一
・
五
暫
）
を
し
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
一
人
に
還
元
さ
れ
た
お
金
は

九
万
五
千
七
百
四
十
七
円
で
一
世
帯

2
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民

そ

歳出予算額
，723，047千円

　（100％）
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（

急　務　費

　790，738千円
　　（16．8％）

土　木　費

　697，054千円
　　（14．8％）

議会費　　　　　　　　災害復旧費
　109，647千円（2、3％）　　　9，745千円（0．2％

労働費　　　　　　予備費
　39・890千円（0・8％）　　　344千円（一）

三
十
九
万
二
千
二
十
六
円
で
す
。

　
五
十
二
年
度
の
お
も
な
事
業
な
ど

を
あ
げ
て
み
ま
す
と
次
の
と
お
り
で

す
（
カ
ッ
コ
内
は
事
業
費
…
単
位
千

円
）　

▽
道
路
橋
梁
整
備
事
業
（
三
五
四

・
一
四
｝
）
▽
福
岡
中
学
校
校
舎
整

備
事
業
（
三
五
五
・
一
五
四
）
▽
地

方
卸
売
市
場
整
備
事
業
（
｝
四
七
・

五
四
五
）
▽
公
営
住
宅
建
設
事
業
（
一

一
九
・
二
二
九
）
▽
小
原
公
民
館
建

設
事
業
（
六
六
・
六
九
三
）
▽
農
道

整
備
事
業
（
二
三
・
九
三
七
）
▽
白

石
第
二
小
学
校
校
舎
増
築
事
業
（
二

八
　
五
一
二
）
▽
林
道
改
良
開
設
事

業
（
二
四
・
八
○
○
）

市有財産の状況（昭和53年3月31日現在
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子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
待
ち
に
待

っ
た
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
各
家
庭
で
は
、
こ
の
長
い
休
み
を

ど
う
過
ご
す
か
、
い
ろ
い
ろ
プ
ラ
ン

を
練
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
、

　
成
長
期
の
子
供
に
と
っ
て
、
夏
休

み
は
ふ
だ
ん
の
生
活
と
違
っ
た
形
で

腰
欝
‘．語

』義

曙
籔

瓢

・
ノ
撫
・

藍
き

憲
欝
簸

貴
重
な
体
験
が
得
ら
れ
る
時
期
で
す
。

反
面
、
交
通
事
故
が
増
え
、
非
行
が

目
立
つ
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。

峨ゲ

攣

老
人
と
の
ふ
れ
あ
い

お
年
寄
り
は
“
生
活
の
知
恵
袋
”

襲
趣麟
灘弾

　
　
　
ぶ
讐
欝
葦
一

灘
勢
、

　
小
中
高
校
生
の

み
な
さ
ん
、
あ
な

た
は
日
ご
ろ
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
ゆ

っ
く
り
話
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
多
分
、
学
校

の
勉
強
や
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
が
い
そ

が
し
く
て
、
話
を

す
る
機
会
が
少
な

い
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
夏
休
み
を
機
会

に
、
一
度
じ
っ
く

　
　
　
　
ヤ

リ
と
話
を
し
て
み

る
こ
と
を
す
す
め
ま
す
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
な
い
入

は
、
近
年
の
お
年
寄
り
で
も
い
い
で

し
よ
・
つ
。

　
な
ぜ
話
を
す
る
こ
と
を
す
す
め
る

か
と
い
い
ま
す
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
う
の
は
、
い
わ

ば
．
生
活
の
知
恵
袋
〃
だ
か
ら
で
す
。

い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
よ
。

　
た
と
え
ば
、
高
校
生
な
ら
あ
な
た

の
家
の
家
紋
の
こ
と
を
聞
い
て
ご
ら

ん
な
さ
い
。
た
ち
ま
ち
、
そ
の
紋
様

の
意
味
か
ら
紋
の
歴
史
ま
で
教
え
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
小
中
学

生
に
は
郷
土
の
民
話
や
伝
統
な
ど
、

本
な
ど
で
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
め

ず
ら
し
い
話
を
、
興
味
深
く
語
っ
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。

　
そ
の
他
、
太
鼓
や
お
神
楽
の
話
、

郷
土
玩
具
の
作
り
方
、
地
元
文
化
財

の
話
な
ど
、
な
ん
で
も
教
え
て
も
ら

え
る
は
ず
で
す
。

　
こ
と
し
の
夏
休
み
は
、
ぜ
ひ
お
じ

い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
話
を
聞

い
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
防
止

　
七
月
は
、
八
月
と
並
ん
で
一
年
の

う
ち
で
最
も
交
通
事
故
の
多
い
月
で

す
。
な
か
で
も
目
立
つ
の
が
、
い
た

ま
し
い
子
供
の
犠
牲
者
で
す
。

　
夏
休
み
の
解
放
感
と
暑
さ
に
よ
る

心
身
の
疲
れ
か
ら
、
子
供
た
ち
の
注

意
力
も
鈍
り
が
ち
な
う
え
に
、
ド
ラ

イ
バ
ー
も
暑
さ
と
疲
労
で
居
眠
り
運

転
が
増
え
る
な
ど
、
子
供
へ
の
注
意

が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
子
供
に
対
す
る
交
通
安
全
の
し
つ

け
は
、
画
一
的
で
は
な
く
、
心
身
の

発
達
に
応
じ
た
方
法
で
行
う
の
が
理

想
的
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
子
供

の
特
性
を
よ
く
知
っ
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

〔
考
え
や
行
動
が
一
面
的
〕

　
踏
み
切
り
で
列
車
の
通
過
を
待
っ

て
い
る
と
き
で
も
、
向
こ
う
側
に
母

親
の
姿
を
見
つ
け
れ
ば
、
一
目
散
に

か
け
出
し
た
り
し
ま
す
。
注
意
力
が

｝
ヵ
所
に
集
中
し
、
四
方
に
．
適
正

配
分
”
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き

ま
せ
ん
。

な

い　　〔
〕　　物

　　　事

　　　を

　　　単
　　　純

　　　に
　　　し

　　　か

　　　理
　　　解

　　　で
　　　き

　
黄
色
い
旗
を
あ
げ
れ
ば
、
あ
る
い

は
信
号
が
青
に
な
れ
ば
、
車
は
必
ず

止
ま
る
も
の
と
思
い
こ
む
傾
向
が
あ

り
ま
す

、
母
親
と
い
っ
し
ょ
に
横
断

し
て
い
て
、
子
供
だ
け
が
事
故
に
あ

う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
は
、
青
信
号
に

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
車
の
止
ま
る

の
を
確
認
し
な
い
ま
ま
走
り
出
す
か

ら
で
す
、

〔
気
分
が
変
わ
り
や
す
い
〕

　
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
っ
で
、
気
持
ち

が
ウ
キ
ウ
キ
し
た
り
、
叱
ら
れ
て
泣

き
出
し
た
よ
う
な
と
き
．
そ
の
こ
と

で
頭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
周
囲
の

こ
と
に
注
意
が
行
き
届
か
な
く
な
り

ま
す
。〔

応
用
動
作
が
き
か
な
い
〕

　
い
つ
も
通
る
道
路
で
は
交
通
ル
：

ル
は
守
れ
て
も
、
初
め
て
通
る
道
で

は
応
用
が
き
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
、

　
夏
休
み
中
の
事
故
は
、
レ
ジ
ャ
ー

地
や
帰
省
先
で
の
発
生
が
多
い
の
も

そ
の
た
め
で
す
。

4

は早くつみとろう“芽“非行の

　
青
少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
防
止

は
、
現
代
に
課
さ
れ
た
大
き
な
社
会

問
題
で
す
。
非
行
の
特
徴
は
遊
び
型

化
、
低
年
齢
化
、
悪
の
意
識
の
喪
失

化
、
女
子
生
徒
の
増
加
、
万
引
の
多

発
、
不
純
異
性
交
遊
、
性
の
逸
脱
行

為
の
増
加
、
喫
煙
、
薬
物
乱
用
の
多

発
、
家
出
少
年
の
急
増
等
憂
慮
す
べ

き
事
態
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
四

月
よ
り
「
青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
、
関
係
団
体
と
連
携
を
と
り

計
画
的
に
こ
れ
ら
の
問
題
に
取
り
く

ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
利
用
を
願
っ
て
い
ま
す
．
、

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
も
今
年
で
三

年
目
を
迎
え
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

得
て
、
刑
法
犯
少
年
は
減
少
し
て
き

た
が
、
ぐ
犯
不
良
行
為
少
年
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
白
石
市
は
県
教
委
よ
り
「
地
域
ぐ

る
み
の
生
徒
指
導
」
重
点
地
区
と
し

て
指
定
さ
れ
て
お
り
今
年
も
こ
れ
ら

の
運
動
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
白
石
駅
前
地
区
が
今
年
度
警

察
庁
よ
り
「
盗
犯
防
止
重
点
地
区
」
と

し
て
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

犯
罪
の
大
半
が
万
引
で
、
青
少
年
が

多
数
で
あ
り
、
こ
れ
を
防
止
す
る
に

　　　　　　宮
　　　　　　城
　　　　　　県
　　　　　　の
　　　　　　青
　　　　　　少
　　　　　　年
　　　　　　蕩

弊　悲
　　　　　　韮

　　　　　　つ
　　　　　　箒

　　　　　　民
　　　　　　の
　　　　　　み
　　　　　　な
　　　　　　菰
　　　　　　し
　　　　　　ん
　　　　　　の

　　　　　　一　　ヂ
灘褻　苓
　　　　　　着
3年4月～5月）っ
）内女子）

た
力
が
必
要
で
す
。
一
日
も
早
く
こ

の
汚
名
を
返
上
し
ま
し
ょ
う
。

　
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
や
か
な

成
長
、
非
行
防
止
は
、
だ
れ
し
も
の

願
い
で
す
。
市
民
一
人
］
入
が
家
庭

で
、
学
校
職
場
で
、
地
域
社
会
で
青

少
年
の
よ
い
導
き
手
と
な
り
、
こ
の

願
い
を
達
成
し
明
る
い
市
を
つ
く
り

ま
し
よ
う
。

　
特
に
家
庭
に
お
い
て
、
家
族
み
ん

な
で
次
の
こ
と
を
守
り
、
お
子
さ
ん

の
非
行
を
防
止
し
、
健
全
な
青
少
年

を
育
成
し
ま
し
ょ
う
。

①
家
族
だ
ん
ら
ん
の
機
会
を
多
く
し

　
話
し
合
う
時
間
を
設
け
る
、

◎）

親
は
子
ど
も
を
甘
や
か
し
た
り
、

　
過
保
護
に
な
ら
な
い
よ
う
き
ち
ん

　
と
し
つ
け
る
。

③
親
は
子
ど
も
の
部
屋
に
は
い
つ
で

　
も
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
、

（
轡
子
ど
も
の
持
物
に
は
常
に
気
を
つ

　
け
、
買
い
与
え
た
覚
え
の
な
い
高

　
価
な
品
物
を
も
っ
て
い
た
ら
確
か

　
め
て
お
く
。

⑤
言
葉
づ
か
い
や
態
度
、
服
装
の
変

　
化
に
気
を
つ
け
る
、
、

⑥
外
出
の
際
は
、
行
先
、
目
的
、
帰

　
宅
時
間
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
習
慣

　
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
特
に
夜
間
の

　
外
出
は
制
限
す
る
。

垂欝．．．．．1
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、

市民生活確保
　
今
回
の
宮
城
県
沖
地
震
で
被
災
さ

れ
た
市
民
の
み
な
さ
ま
庁
に
心
か
ら

お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
で
は
地
震
に
よ
る
罹
災
者
に
対

し
次
の
よ
う
な
取
扱
い
を
い
た
し
f
、

お
り
ま
す
か
ら
該
当
者
は
お
申
し
出

下
さ
い
。

L
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け

　
イ
家
財
の
損
害
　
四
十
　
万
円

　
ロ
住
居
の
半
壊
　
五
十
五
万
円

　
ハ
住
居
の
全
壊
　
九
十
　
万
円

　
二
住
居
の
全
体
が
滅
失
若
し
く
は

　
　
流
失
し
た
場
合
　
百
三
十
万
円

　
ホ
所
得
制
限
　
　
二
百
十
万
円

　
へ
取
扱
窓
口
　
仕
会
福
祉
事
務
所

臥
市
税
の
納
税
猶
予
又
は
減
免

今
回
家
屋
等
に
著
し
い
被
害
を
う

譜
雛
簾
欝
、
即
磯

け
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
納
税
者
の

申
請
に
基
づ
い
て
市
税
（
市
県
民
税

固
定
資
産
税
　
国
民
健
康
保
険
税
）

を
納
税
猶
予
し
又
は
減
免
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
申
請
の
際
は
被
害
明
細
書
及

び
修
理
業
者
等
の
見
積
書
、
受
領
証

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
か
ら
、
ご
準

備
下
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
市
税
務
課
に
ご
相
談

下
さ
い
。
　
（
盈
五
－
二
一
一
一
内
線

］
四
五
）

　
所
得
税
の
減
額

　
被
害
が
多
い
か
た
は
、
所
得
税
の

予
定
納
税
額
を
滅
額
で
き
ま
す
。
七

月
十
五
日
ま
で
に
予
定
納
税
額
の
減

額
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
と
、
予
定
納
税
が
減
額
に
な
っ
た

り
納
付
し
な
く
と
も
済
む
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
申
請
の
手
続
等
に
つ
い
て
ご
相
談

の
と
き
は
、
予
定
納
税
額
の
通
知
書

と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
被
害
の

状
況
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
書
の
用
紙
に
つ
い
て

は
税
務
署
の
ほ
か
市
役
所
、
商
工
会

議
所
に
も
用
意
し
て
お
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
大
河
原
税
務
署
盈
（
り

二
二
四
五
i
二
－
二
二
〇
二

　
労
働
金
庫

　
労
働
金
庫
で
は
今
回
の
地
震
に
よ

り
災
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
「
地

震
災
害
特
別
融
資
」
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

▽
融
資
対
象
者
　
労
働
金
庫
の
会
員

　
及
び
白
石
刈
田
地
区
勤
労
者
．
互
助

　
会
員
で
、
住
宅
復
旧
資
金
（
家
屋

　
門
塀
）
耐
久
消
費
財
（
家
財
な
ど
）

　
購
入
資
金
を
必
要
と
す
る
方

▽
融
資
金
額
　
二
。
顧
万
円
以
内

▽
利
率
　
年
四
・
五
ピ

▽
返
、
瘡
期
間
　
十
年
以
内

　
仙
南
信
用
金
庫

　
災
害
復
旧
資
金
融
資

▽
対
象
　
商
店
及
び
一
般
個
人

▽
融
資
金
額
　
百
万
円

▽
期
間
　
二
年
以
内

　
　
　
　
六
7

▽
返
済
方
法
　
．
分
割
返
済

▽
保
証
入
　
　
｝
名
以
上

6

、
　
欝
歎

触
警
姫
　
…
　
畷
㍗
醗
灘
，
璽
　
　
・

地震災害被害状況
　　　　　　6月20現在

被害額（千円）被害状況分区

2、986

　　2名

　重傷3名（入院中
名

軽傷26名

　　2棟

者死

者傷負

壊全

2，0602棟壊半

19．304

24，000

棟屋根瓦の破損、傾斜

　壁破損、土台のゆがみ等

　1棟

　2棟

破損部一

住
　
　
家

壊全

壊半

　屋根瓦の破損、傾斜
棟
　壁破損、土台のゆがみ等

一部破損

非
　
住
　
家

1白石市緑ヶ丘団地、土砂流出住宅地破損

250．000

10，300

831店

10社

業商

業工

22．962

教室天井落下（第一小）、全校

舎外壁及内壁はく離（第二小）

ガラス破損（白中）等

教育施設

153．085

地盤の沈下（し尿処理施設〉

トイレ浄化槽ポンプ補修（西保

育園）上下水道の本管破裂等

その他の

公共施設

484．697計合

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
気
軽
に
相
談
を

　
入
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
人

権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
た
え
ず
見

守
り
、
侵
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
場

合
は
相
談
相
手
に
な
っ
て
そ
の
救
済

を
図
る
な
ど
、
ま
た
皆
さ
ん
の
間
に

正
し
い
人
権
の
考
え
方
を
広
め
た
り

す
る
こ
と
が
主
な
仕
事
で
す
。

日
常
生
活
に
お
い
て
、
こ
れ
は
人
権

問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
法
律
的
に

は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ

た
場
含
、
あ
な
た
の
近
く
の
人
権
擁

護
員
に
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
相
談
さ
れ
た
こ
と
は
一
切
秘
密

で
す
。
各
委
員
自
宅
で
も
受
付
け
て

お
り
ま
す
。

　
な
お
今
回
故
二
瓶
安
五
郎
委
員
の

後
任
に
小
片
良
夫
氏
が
推
薦
さ
れ
ま

し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

村
上
智
雄
肝
白
石
市
字
南
寺
前
ニ
ノ

十
　
　
　
　
　
　
　
五
f
二
八
四
三

高
橋
信
治
”
白
石
市
字
長
町
四
一
ノ

一
　
　
　
　
　
　
五
ー
四
二
〇
九

飯
塚
　
寅
”
白
石
市
白
川
小
奥
字
表

前
七
三
ノ
一
　
　
　
七
－
二
〇
二
四

家
納
喜
代
子
ー
白
石
市
白
川
津
田
字

小
路
南
四
五
　
　
　
七
ー
二
二
四
三

小
片
良
夫
”
白
石
市
字
番
丁
四

　
　
　
　
　
　
　
　
六
ー
三
六
六
五

念願の「中核林業地域」

森治右衛門早

　
国
勢
調
査
を
第
三
回
以
来
連
続

十
回
引
き
受
け
今
回
藍
綬
衷
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

白
石
市
後
小
路
二
七

　
　
教
育
委
員
に
長
橋
欣
一
氏

　
白
石
市
教
育
委
員
の
改
選
に
伴
い
長
橋
欣
一
氏
（
白
石
市
本
町
十
）

が
六
月
の
定
例
市
議
会
で
選
ば
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
．

　
中
核
林
業
振
興
地
域
育
成
特
別
対

策
事
業
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
林
業
の
諸
施

策
を
総
合
的
、
計
画
的
に
指
定
地
域

に
投
入
し
、
将
来
優
良
な
林
業
地
を

つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で

あ
り
ま
す
。

「
白
石
中
核
林
業
地
域
」
は
白
石
市

角
田
市
、
七
ヶ
宿
町
の
二
市
一
町
を

白
石
地
域
と
し
て
昭
和
五
十
三
年
五

月
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、
林
業
経
営
者
の
理
解
あ
る

協
力
、
即
ち
経
営
す
る
森
林
の
計
画

的
施
業
の
実
行
確
保
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
優
遇
措
置

　
中
核
林
業
指
定
地
域
で
は
、
治
山

事
業
、
林
業
構
造
改
善
事
業
、
特
殊

林
産
物
対
策
事
業
、
公
庫
資
金
の
融

資
、
林
業
改
善
資
金
の
貸
付
け
等
の

事
業
は
優
先
的
に
採
択
さ
れ
、
し
か

も
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に

団
地
共
同
森
林
施
業
計
画
を
作
成
し

総
合
施
業
団
地
を
設
定
し
ま
す
と
、

林
道
の
優
先
採
択
、
特
に
造
林
関
係

の
助
成
に
つ
い
て
は
、
植
林
、
下
刈

り
、
つ
る
切
り
、
除
伐
、
間
伐
等
の

保
育
事
業
に
つ
い
て
も
面
積
に
制
限

が
な
く
、
し
か
も
補
助
額
が
大
巾
に

増
額
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
林
業
経
営
者
の
大
き

な
利
点
は
下
刈
り
か
ら
聞
伐
ま
で
の

保
育
に
対
す
る
助
成
で
あ
り
、
こ
の

助
成
を
、
つ
け
る
た
め
に
は
団
地
共
同

森
林
施
業
計
画
を
作
成
し
、
知
事
の

認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
計
画
作
成
の
た
め
市
及
び
森

林
組
合
で
は
み
な
さ
ん
の
所
有
す
る

森
林
の
経
営
等
の
意
向
を
聞
い
て
作

成
し
ま
す
の
で
ご
協
力
願
い
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
事
業
の
趣
旨
説
明
の
た

め
後
日
部
落
座
談
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
近
隣
お
さ
そ
い
あ
っ
て
出

席
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
市
農
林
課
又
は
白
石

市
森
林
組
合
へ
。

建
築
基
準
法
の

部
改
正

　
建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ
り
、
建

築
物
等
に
関
す
る
確
認
申
請
手
数
料

及
ぴ
二
級
建
築
士
の
免
許
手
数
料
が

七
月
一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

L
建
築
物
に
関
す
る
確
認
申
請
手
数
料

改　正　額

　1，500円

　3，α）0円

　6．〔）00円

　9，000円

21，000円

90，000円

150，000円

300，000円

現　行　額

　　　500円

　　1，0〔）0円

3，0（，0円

　　7，000円

30，0（，0円

50，000円

1〔）0，（100円

　　床面積の合計
　　　　　　30m⊃以内のもの

　　　30m3を超え10〔）mこ以内

　　　100m⊇を超え200m2以内

　　　20Qm3を超え500mユ以内

　　500m2を超え2，000mコ以内

2，000m3を超え10，000m’以内

10，000m2を超え50，000m3以内

　　　50，000m＝を超えるもの

乞
工
作
物
に
関
す
る
確
認
申
請
手
数
料

　
工
作
物
二
に
つ
き
二
千
円
か
ら

　
五
千
円
に

＆
二
級
建
築
士
の
免
許
手
数
料

　
二
千
円
か
ら
一
万
円
に

7



　　　一、今響（〔＾へ粉．昌わカごなカ》ま

富　　一
自石市食生活

改善推進員会

　
　
　
　
　
日
常
生
活
に
お
い
て
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
も
の
を
基
調

と
し
て
地
区
住
民
に
密
着
し
た
健
康

華

蟻
「
営
騰

灘難

魚
謙

r
鷺

繍

へ
・
瓶

撮

驚
轟

づ
く
り
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い

る
白
石
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会
（

後
藤
さ
と
会
長
以
下
7
2
名
）
を
紹
介

し
ま
す

、

　
こ
の
会
は
、
昭
和
2
8
年
ご
ろ
に
、

白
石
婦
入
会
の
な
か
で
10
人
ぐ
ら
い

の
グ
ル
ー
プ
が
「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
ち
、
健
康
を
維
持
し
よ
う
一

と
い
う
目
的
の
も
と
に
保
健
所
の
栄

養
士
に
つ
い
て
食
生
活
改
善
の
勉
強

会
を
開
い
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
現
在
は
、
市
役
所
の
衛
生
課
に
事

務
局
を
設
置
し
、
o
健
康
時
の
健
康

維
持
　
o
疾
病
の
未
然
防
止
　
o
半

、
冗

鞍
．

銀

町
轟
　
β

、説圃
　
・
璽

蔚’

潔
鶴

畑

理
、難

燦

書

扇！

輪

懸
党も鼻ρ
碑計’‘

健
康
時
の
食
生
活
改
善
　
o
疾
病
後
皿

の
リ
ハ
ビ
ィ
リ
テ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。
毎
年
、

衛
生
課
で
開
く
保
健
栄
養
教
室
の
基

礎
コ
ー
ス
終
了
者
が
入
会
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
推
進
員
と
な
り
、
会
員
は

総
会
で
決
め
た
年
問
事
業
計
画
書
に

そ
っ
て
働
く
婦
人
の
家
な
ど
に
集
り

調
査
・
研
究
し
あ
っ
た
こ
と
を
各
自

の
受
持
担
当
地
区
に
帰
り
、
公
民
館

を
利
用
し
家
庭
の
主
婦
、
青
年
女
子

を
対
象
に
し
調
理
実
習
等
を
含
む
指

導
講
習
会
を
行
な
い
、
ま
た
年
3
回

会
報
で
あ
る
「
食
改
だ
よ
り
」
の
発

行
な
ど
広
範
囲
な
活
動
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　
去
る
5
月
3
1
日
に
も
働
く
婦
入
の

家
に
お
い
て
栄
養
士
の
指
導
の
も
と

に
、
乳
酸
菌
の
体
内
に
及
ぽ
す
影
響

に
つ
い
て
映
画
を
見
て
の
勉
強
会
や

乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
講
習
会
が
開

か
れ
、
全
員
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
こ
の
後
も
、
7
月
に
白
川

地
区
に
お
い
て
血
圧
、
体
力
、
料
理

実
演
コ
ー
ナ
ー
等
を
設
け
た
「
健
康

ま
つ
り
」
の
開
催
や
食
品
工
場
見
学

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
私
達
の
日
常
生

活
を
と
り
ま
く
食
品
流
通
問
題
に
つ

い
て
の
討
論
会
な
ど
数
々
の
行
事
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
．

　
会
員
は
全
貝
が
家
庭
の
主
婦
と
し

て
忙
し
い
中
を
活
動
し
て
お
り
、
今
後

一
層
の
活
躍
か
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

㎜
帰
芝
孝
き
あ
娯
ど
訳

㎜
　
【
伝
説
】

㎜
　
名
馬
太
夫
黒
と
不
澄
ヶ
池

｝
　
今
か
ら
八
百
年
ほ
ど
前
の
治
承
四

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
タ
さ
る

㎜
年
（
一
一
八
○
年
）
は
庚
子
だ
っ
た
。

㎜
　
こ
の
年
の
夏
、
源
頼
朝
が
木
曽
義

㎜
仲
と
と
も
に
平
氏
討
伐
の
兵
を
上
げ

㎜
た
。
た
ま
た
ま
、
平
泉
の
藤
原
氏
に

㎜
身
を
寄
せ
て
い
た
頼
朝
の
弟
の
義
経

㎜
が
兄
の
挙
兵
を
聞
い
て
、
さ
っ
そ
く

㎜
腹
心
の
部
下
を
引
き
つ
れ
て
、
は
る

㎜
ば
る
、
馳
せ
参
じ
、
十
月
二
十
一
日

㎜
頼
朝
と
駿
河
の
黄
瀬
川
の
陣
で
劇
的

㎜
な
会
見
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。

㎜
　
義
経
は
平
泉
か
ら
何
十
日
か
、
か

㎜
か
っ
て
刈
田
郡
の
小
下
倉
に
着
い
た
。

㎜
そ
し
て
こ
こ
の
山
口
の
マ
セ
掛
け
場

…
　
　
　
　
　
た
ゆ
う
『
ろ

『
で
名
馬
の
太
夫
黒
を
買
い
求
め
た
。

㎜
　
こ
こ
の
土
豪
は
、
な
か
な
か
欲
が

㎜
深
く
、
蜘
の
袋
に
沢
山
の
懲
釜
糊
の

一
入
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
こ
の
馬
に

㎜
非
常
な
大
金
を
所
望
し
た
と
い
う
。

㎜
　
義
経
が
馬
を
買
う
相
談
を
し
て
い

㎜
る
あ
い
だ
、
一
行
は
、
延
命
寺
の
裏

㎜
に
あ
っ
た
小
さ
な
池
（
現
在
、
水
は

｝
な
い
）
の
ほ
と
り
に
休
ん
だ
。

一
　
こ
の
池
で
弁
慶
が
ナ
ギ
ナ
タ
を
磨

ハ
　
　
　
　
　
　
す
ま
ず
か
　
　
い
け

㎜
い
だ
。
不
澄
ヶ
池
の
名
は
、
そ
の
後
、

㎜
文
治
五
年
（
一
八
八
九
）
、
義
経
が

㎜
頼
朝
に
追
わ
れ
て
奥
州
に
逃
げ
の
び

㎜
て
き
た
と
き
に
、
白
石
城
主
が
裏
切

③

　
　
菅
　
野
　
新
　
一

行
為
に
出
て
、
頼
朝
の
ほ
う
に
味
方

し
た
の
で
、
弁
慶
が
大
へ
ん
怒
り
、

「
あ
の
と
き
、
お
れ
が
ナ
ギ
ナ
タ
を

磨
い
だ
あ
の
池
の
水
は
、
永
代
、
澄

ま
せ
て
や
ら
ぬ
ぞ
」
と
い
っ
た
こ
と

か
ら
起
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
ま
た
磨
い
だ
ナ
ギ
ナ
タ
の
さ
び
が
〆

流
れ
て
池
じ
ゅ
う
に
広
が
っ
て
、
澄
ま

な
く
な
っ
た
、
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
）

お
ぶ
さ
っ
て
え
、
お
ぶ
さ
っ
て
え

　
昔
、
白
石
か
ら
小
下
倉
や
郡
山
に

行
く
に
は
延
命
寺
の
裏
の
不
澄
ヶ
池

の
そ
ば
を
通
っ
た
。
こ
こ
に
一
本
の

ケ
ヤ
木
の
大
木
が
生
え
て
い
た
。
今

か
ら
二
百
五
、
六
十
年
ほ
ど
前
の
こ

と
、
夜
暗
く
な
っ
て
、
こ
の
木
の
下

を
通
る
と
、
上
の
ほ
う
で

「
お
ぶ
さ
っ
て
え
、
お
ぶ
さ
っ
て
え
」

　
ど
、
ゆ
う
声
が
し
た
。
そ
の
声
が

い
く
晩
も
い
く
晩
も
続
く
の
で
、
こ

こ
を
通
る
入
た
ち
は
、
び
く
び
く
し

て
、
逃
げ
る
よ
う
に
し
て
通
り
抜
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
こ
ろ
、
白
石
の
短
ヶ
町
に
鈴

木
味
右
工
門
と
い
う
、
殿
様
か
ら
苗

字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
商
人
が
い
た
。

　
屋
号
を
大
味
（
大
畑
屋
と
も
い
う
）

と
い
い
、
商
売
は
温
麺
の
製
造
販
売

8

　
昔
の
着
物

　
東
北
は
冬
が
長
く
、
雪
が
深
く
、

寒
さ
が
き
び
し
く
、
今
と
違
っ
て
昔

は
、
物
質
的
に
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
恵

ま
れ
て
い
な
か
っ
た

．
明
治
の
中
ご

ろ
か
ら
は
、
木
綿
の
着
物
な
ど
に
は

一
向
不
自
由
し
な
く
な
っ
た
が
、
旧

藩
時
代
に
は
決
し
て
そ
う
で
は
な
か

っ
た
、
木
綿
は
正
に
貴
重
品
だ
っ
た
．
．

　
い
わ
ん
や
絹
の
着
物
に
お
い
て
お

や
、
東
北
の
一
般
庶
民
は
晴
着
と
し

立竈歌

民茜壇

1［1

沼
　
寅
　
治

て
は
無
論
の
こ
と
、
仕
事
着
と
し
て

も
染
め
易
く
て
肌
ざ
わ
り
の
よ
い
木

綿
さ
え
も
、
新
し
い
も
の
は
高
価
な

た
め
に
着
る
こ
と
が
で
き
ず
、
遠
く

関
西
地
方
か
ら
着
古
し
た
も
の
を
大

量
に
仕
入
れ
た
の
で
あ
る
。

　
敦
賀
洛
で
荷
積
、
み
し
、
日
本
海
沿

岸
の
酒
田
港
（
山
形
県
）
ま
で
船
で

運
び
、
そ
こ
か
ら
笹
谷
峠
を
通
っ
て

村
田
へ
柴
田
郡
）
ま
で
馬
で
運
ん
だ
。

　
村
田
の
六
斎
市
に
は
、
こ
の
地
方

〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
〉

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

え
、
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係
（
白

石
市
字
桜
小
路
三
五
）
へ

股
　
兵
　
三
　
選

君
の
手
の
肩
に
暖
か
き
傘
の
中
赤
く
芽
吹
き
し
楢
を

見
上
げ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
僑
孝
子

転
任
の
汝
を
送
る
と
並
び
た
る
子
ら
の
列
は
や
崩
れ

て
ま
つ
は
る
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
久
間
可
次

雨
や
み
て
雲
晴
れ
し
空
や
わ
ら
か
く
頬
吹
く
風
も
春

の
匂
い
満
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
津
代

残
り
花
を
小
さ
き
瓶
に
活
け
て
あ
り
娘
の
部
屋
の
僅

か
ら
温
も
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
京
子

鉢
植
、
凡
の
福
寿
草
や
や
芽
吹
き
初
む
陽
差
し
和
ら
ぐ

庭
に
い
だ
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
敏
子

か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
仙
台
、
塩
釜

石
巻
、
古
川
な
ど
か
ら
も
関
西
の
古

着
を
買
い
に
集
ま
っ
て
き
た
。
そ
し

て
、
こ
の
古
着
さ
え
も
着
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
農
山
村
で
は
、
ア
サ

ア
オ
ソ
（
ア
オ
カ
ラ
ム
シ
）
、
ア
イ

コ
（
ミ
ヤ
マ
イ
ラ
ク
サ
）
、
マ
ダ
〔

オ
オ
バ
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
）
な
ど
の
植
物

の
繊
維
で
織
っ
た
着
物
を
着
た
り
、

股
引
を
は
い
た
り
し
て
い
た
。

　
蔵
．
王
南
麓
の
七
ヶ
宿
の
横
川
部
落

に
は
、
今
で
も
ア
オ
ソ
畑
の
跡
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
、
．
こ
こ
の
人
た
ち
が

昔
、
ア
オ
ソ
の
着
物
を
着
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
．
、

女
轡
．
、

ll

ii

㎜
で
あ
っ
た
。
こ
の
入
は
、
な
か
な
か

㎜
の
豪
胆
者
だ
っ
た
。
町
じ
ゅ
う
に
広

㎜
が
っ
て
い
た
こ
の
話
を
聞
い
て
、

…
「
よ
ー
し
、
そ
れ
ほ
ど
、
お
ぶ
さ
っ

㎜
て
え
な
ら
、
こ
の
お
れ
が
、
お
ぶ
っ

㎜
て
や
っ
ペ
ェ
」

｝
　
と
考
え
て
、
わ
ざ
わ
ざ
、
小
下
倉

聯
に
用
事
を
つ
く
っ
て
行
っ
て
、
暗
く

㎜
な
っ
て
か
ら
、
ひ
と
り
で
不
澄
ヶ
池

の
そ
ば
を
通
っ
た
。
そ
う
し
た
ら
、

…
あ
ん
の
じ
ょ
う
、
ケ
ヤ
キ
の
大
木
の

㎜
上
の
ほ
う
で
、

㎜
「
お
ぶ
さ
っ
て
え
、
お
ぶ
さ
っ
て
え
」

皿
と
い
う
声
か
し
た
。
味
右
工
門
は
、

心
を
落
ち
着
け
、
足
を
と
め
て
、
上

　
の
ほ
う
を
向
き
、

㎜
「
そ
の
声
は
な
ん
だ
、
こ
の
お
れ
に

　
　
　
　
　
俳
　
　
壇

離
任
せ
し
わ
れ
を
追
ふ
が
に
便
り
す
る
子
ら
よ
そ
こ

ま
で
教
へ
ざ
り
し
に
　
　
　
　
　
　
佐
久
間
幸
子

臥
す
床
に
聞
く
春
雨
は
か
そ
か
に
て
し
づ
く
す
る
音

耳
に
ひ
び
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
美
馬
き
よ

少
額
の
年
金
な
れ
ど
嬉
し
さ
の
こ
み
あ
げ
て
く
る
年

と
は
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
き
く

真
夜
覚
め
て
静
か
に
手
を
お
く
胸
の
辺
り
命
惜
し
め

と
強
く
脈
搏
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
間
文
子

野
焼
せ
し
め
と
黒
ぐ
ろ
と
光
り
い
て
い
な
だ
に
細
き

煙
た
ゆ
た
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
島
綾
子

八
十
路
過
ぐ
れ
ば
生
命
は
淡
雪
と
哀
し
き
母
の
便
り

を
読
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
原
清
子

お
ぷ
さ
っ
て
み
ろ
、
さ
あ
、
・
お
ぶ
さ

れ
ー
ヴ
」
　
と
、
大
声
で
叫
ん
だ
。

　
そ
う
す
る
と
、
上
の
ほ
う
か
ら
、

な
ん
た
か
重
い
物
カ
ト
サ
ヴ
と
、
味

右
工
門
の
肩
に
落
ち
て
き
た
。
味
右

工
門
は
、
　
「
よ
ー
し
」
と
ば
か
り
両

手
を
う
し
ろ
に
回
し
て
、
し
っ
か
り

と
、
こ
れ
を
欄
ん
で
、
一
も
く
さ
ん

に
走
っ
た
．
、
家
に
着
く
と
、
物
も
い

わ
ず
に
裏
の
蔵
の
戸
を
あ
け
て
、
こ

の
重
い
袋
を
投
げ
込
ん
だ
、

　
次
の
朝
早
く
起
き
て
、
蔵
を
あ
け

て
、
革
の
袋
の
ヒ
モ
を
と
い
て
、
よ

く
よ
く
な
か
を
見
た
ら
、
金
の
大
判

に
、
小
判
が
、
い
っ
ば
い
、
入
っ
て

い
た
。
そ
れ
か
ら
大
味
は
、
ま
す
ま

す
、
ふ
く
し
く
な
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
貞
　
二
　
選

待
望
の
雨
来
て
田
植
す
す
み
け
リ
　
　
　
高
橋
正
男

　
（
評
）
待
ち
に
待
っ
た
雨
が
降
っ
て
、
田
に
水
が

　
　
　
　
充
ち
て
き
た
。
恵
み
の
雨
に
感
謝
し
な
が

　
　
　
　
ら
、
田
植
は
す
す
む

庭
内
の
岩
石
ち
り
し
壮
丹
か
な
　
　
　
　
鈴
木
菊
三
・

一
塊
の
雲
ほ
ど
け
ゆ
く
山
つ
つ
し
　
　
　
三
浦
愛
嶺

母
の
日
や
子
ら
の
好
意
の
温
泉
に
浸
る
　
八
島
葉
子

句
作
す
る
た
の
し
み
あ
り
て
新
茶
く
み
　
佐
藤
梅
月

子
福
者
の
母
に
母
の
日
賑
や
か
に
　
　
鈴
木
と
み
子

朝
も
や
の
な
か
ひ
び
き
を
り
耕
転
機
　
小
野
嘉
津
子

山
襲
の
雪
ど
け
見
ゆ
る
農
事
か
な
　
　
高
橋
の
り
子

堀
り
た
て
の
竹
の
子
に
添
へ
味
噌
と
ど
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
し
げ

出
稼
ぎ
の
父
の
る
す
に
も
菖
蒲
ふ
く
　
　
三
橋
扇
狂

喜
び
に
勇
る
大
牡
丹
た
め
ら
は
ず
　
　
　
選
者
吟
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昭
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七
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二
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白
石
市
農
業
委
員

　
任
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満
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に
伴
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白
石
市
農
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委

員
選
挙
が
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す

▽
選
挙
期
日
（
投
票
日
）

　
　
昭
和
五
十
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十
四
日

▽
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の
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和
五
十
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▽
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五
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▽
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日

　
　
午
後
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時
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分

　
市
役
所
第
四
会
議
室

消費生活モニター
小売価格調査結果（白石市）
　　　　　　　　　　調査月日（53、6．10

本　月
最低値

本月
最高値

前年同月

均との比報

前月平均

との比較
平均値名品

225250一　13十1242糖（上臼・1kg〕砂

380500一　29一　　1425しょう油（鰭麟蕊み）・勿

味
自
慢

松野辰子（斉

　
ひ
れ
肉
の
味
噌
だ
れ
や
き

　
材
料
（
五
人
分
）
ひ
れ
肉
四
百
9
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。

2
肉
全
体
に
火
が
通
っ
た
ら
、
調
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料
を
入
れ
て
、
中
火
で
汁
が
肉
に

　
か
ら
ま
る
よ
う
に
や
く
。
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た
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の
野
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。

　
五
月
か
ら
白
石
市
食
生
活
改
善
推

進
委
員
会
会
員
の
皆
さ
ん
の
味
自
慢

を
御
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

450570一　68o519天ぷら油（1650g・1，84）

100ヱ85一　　70161小麦粉（薄力粉一等級・lkg／

110140十5o121食パン（並　食・一　斥）

320370十　380340バター（雪印カルトン入・225g）

5560十8十　　157即席ラーメン（中華めんJAS・100gl

談　　所
　お気軽においで下さ
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170200十　13十1
188杯1かけうどんr一

6001，00u十　860929理髪料（小学生調髪洗髪を含む・1回）

4，3004，800十543十34，486
一マネント（君，1，ンA、耳卜州及ひ
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お
し
ら
せ
板

国民年金

お
し
ら
せ
板

　国民年金法が次のとおり改正さ

れました。

　　　　拠　出　年金

　◎物価スライド

　年金額が52年度の消費者物価上

昇率に応じて6．7％引き上げられ

7月から次のとおり実施されます

○老齢年金

　5年年金
　10年年金

25年年金

○障害年金

　　　1級

　　　2級
○母子・

月額17，508円
月額23，925円
月額37，925円

　　月額48，133円

　　月額38，508円
準母子・遺児年金

　　月額38，508円
　◎保険料の引上げ

　年．金の支給財源は、保険料によ

ってまかなわれていることから、

年金額の改正に合わせて、保険料

も現行の2730円が54年4月か
ら3300円に引上げられます。

　　　　福祉年金
　◎年金額の引上げ

　拠出年金のスライド率ホり高い

率で引上げられ、8月から次のと

おり実施されます。

○老齢福祉年金

　　　　　　月額16，500円
○障害福祉年金

　　　1級　月額24，800円

　　　2級　月額16，500円
○母子・準母子福祉年金

　　　　　　月額21，500円
　◎所得制限限度額

　所得制限の限度額が拡大され、

8月から次のとおり、実施されま

すD

O本人所得制限

　　老齢・障害福祉年金

　　　年収200万2千円
　　　　　　　（夫婦の場合）

　　母子・準母子福祉年金

　　　年収334万円
　　　　　　（母子世帯の場合〉

○扶養義務者所得制限

　　　年収805万円
　　　　　　（6人世帯の場合）

　　　ただし、この額は、53年度

　　については現行876万円に

　　据置かれています。

〉参加資格　市内に居住する方で

　年令に制限ありませんので自由

　にご参加下さい。

レ開講式　7月12日（雨天の場合

　7月14日）市営コートにて

［＞申込み　開講式（雨天の場合7

　月14日）会場で受付します。　　お

〉講師　臼石庭球協会技術指導員　し

〉受講料　干円（開講式当日ご持ら

　参下さい）コート借上げ等り　せ

〉その他テニスシューズを着用板

集

し、ラケットは各自ご持参下さ

いo

くわしくは臼石庭球協会事務局

岩山宅厭5－5546又は会長宅盈

6－3040にお問合せ下さい。

ユース・ホステル

お
し

募

　　　ママさんテニス教室

　白石庭球協会ではママさんテニ

ス（軟式）教室の参加者を募集い

たします。

〉期間　昭和53年7月12日～8月

　25日までの毎週水・金曜日（雨

　天中止）午前9時～11時まで

〉会場　市営テニスコート

　市教育委員会内にユース・ホス

テル入会申込所がありますのでご

利用下さい。　　　　　　　　　お

　ユース・ホステルの規則を守れし

る満4歳以上の人なら、だれでも　ら

会員になれます。申込時にたて　せ

3．5cmXよこ2。5cmの写真をご持板

参ください。

　くわしくは市教育委員会社会教

育課盈5－2111　内線411
へo

札幌白石を訪ねて

　臼石駅では昭和53年の特別企画

旅行として、札幌臼石を訪ね、楽

しく交歓会を催し、雄大な大自然

モ北海道南ヤ観光の旅会員を募集お

　　　　　　　　　　　　　　　し
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しております。この機会に白石市

民として札幌白石を訪れてみては

いかカ§で’しょうか。

　観光コースは、昨年大爆発をし

た有珠山・神秘的な洞爺湖・そし

て函館山の百万ドル夜景と十分満

喫できると思います。

〉期日　7月21日～24日

〉費用　4万8千5百円

〉募集人員　2百名

　くわしくは白石駅におたづね下

さい。

ワイル病予防接種

　致命率の非常に高いワイル病は

レプトスピラと呼ばれる微生物が

傷にはもちろん、健康な皮膚や粘

膜とか、口あるいは眼などから人

体に入り発病します。この菌はネ

ズミの尿から排出され湿田や用水

あるいは水たまり等で人に感染し

ます。

　このワイル病からの予防方法は

まずネズミを完全に駆除すること

ですが現在は不可能に近いことで

す。大切なことは皮膚からの菌の

侵入を防ぐために農作業などをす

るときはゴム靴やゴム手袋を使用

すること。そして予防接種を受け

ることです。

　市では次のとおり予防接種を行

いますので接種いたしましょう。

〉日時　7月14・21日　13時30分

　～14時

［＞場所　市民会館

〉料金無料

〉対象者　16歳以上の市民

〉申込み　7月10日まで衛生課・

　出張所・分室まで

日本脳炎予防接種

　日本脳炎は他の伝染病に比べて

致命率が高く、またその後遺症も

重篤な疾病です。

　市では予防接種法に基づき次の

日程で予防接種を行います。対象

になられたお子さんは接種される

ようおすすめします。

〉対象者　基礎免疫を完了してい

　ない3歳から小学校入学前の幼児

〉日時及場所

　1回目　7月24日113時30分～
2回目7月31日／14時3。分

　市民会館

〉料金　1回当り350円

〉申込み　問診書のない幼児は市

　衛生課、出張所、分室に接種日

　の3日前まで申込んで下さい。

〉その他①母子手帳を持参して

下さい。②生活保護家庭の幼児

　は無料です。問診書の上部に民

　生委員または福祉事務所長（出

　張所長、分室長）の証印を押印

　して下さい。③今年2回接種し

　た幼児は来年1回接種すれば基

　礎免疫が出来ます。その後は特

　別な事情がない限り接種の必要

はありません。

衛生センター

　7月1日からし尿汲取料金が20

召60円になります。6月中に申込

みをなされても7月！日以降にな

る場合は新料金となります。

　7月1日以降20召40円の汲取券

をお持ちの方は20円の汲取補助券

をお求め下さい。

又自石火葬場の使用料が一部無料

となります。くわしくは埋火葬許

可申請書提出の際おたずね下さい

　　白石市の人ロ
　　　　　　　6月1日現在

総人口　41，795（十45）

　男　 20，274（十23）

　女21，521（十22）
世帯数10，937（十16）
　　　　　（　）内は前月比

昭和53年度第2回全市一斉消毒日程表

月日

7，9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

23

擢日

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

日

地区名
臼　　川
福　　岡

福　　岡

〃

小　　原

大鷹沢

大　　平

自　　石

斉　　川

越　　河

白　　石

実 施 区 別

自川全区、尾べら、滝下、福岡沖、北区

沼、川原子、不忘、蔵王、三住

南区、西上、西下、山根、下原、山ノ下

滝上、上原、鎌先、弥治郎、大網、芹沢、八宮

全 区

全 区

全 区

小下倉、福岡東区、清水小路、寿町、柳町、
本郷1、本郷2、本郷3、本郷4、鷹巣、郡山、上郡山

全 区

全 区

南町、田町、本町、中町、長町、亘理町、新町、短
ケ町、西益岡　中益岡、東益岡

注意事項
　〔11火気のある所では使用しないこと。

　（21食器・飼料・おもちゃ等に直接かけないこと。

　（3〉消毒に従事される方は必ず「マスク」を用いること。

　（41作業終了後は、石けん水で顔・手・足を良く洗うこと。
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三
種
混
合
定
期
予
防
接
種

　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
咳
、
破
傷
風

の
定
期
予
防
接
種
（
第
一
期
）
を
行

な
い
ま
す
。

賑
辮
難
縫
鼻

破
傷
風
と
予
防
接
種
と
同
時
に
行
な
　
　
ρ

う
も
の
で
す
．
　
　
　
　
　
馬

▽
日
時
　
七
月
十
一
日
十
三
時
三
十

分
～
＋
四
時
三
＋
分
　
　
　
〔

▽
場
所
　
市
民
会
館
　
　
　
　
　
　
　
〃

灘
無
麟
和
五
＋
置
畠

　
力
ら
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一

い
．
窪
に
異
状
が
蓋
ム
当

譲
備
巌
獅
齢
麟
轄
（

　
望
し
な
い
場
合
事
前
に
市
衛
生
課

　
に
御
連
絡
下
さ
い
。

日

3

4覧

5

6

10

11

12

13

20

24

25

26

つ
り

区　　分

健康相談

妊婦教室

健康相談

妊婦教室

健康朽1談

妊婦教室
3ヵ月児健診

f建　　康　　イ引　　談

妊婦教室

健康相談

妊婦教室
1才6ヵ月児健診

3ヵ月児健診

f建　　康　　雫目　　言炎

妊婦教室
6　ヵ　月児｛建診

｛建　　康　　札1　言炎

妊婦教室
3才’6カ月児健診

健康相談

妊婦教室
12カ月児育児柵談

6カ月児健診

受付時間

9：00～14：00

13：00～14：00

9：30～14100

13：00～14：00

9130～14：00

13：00～14：00

12　：40～12　二　50

9：30～14：00

13：00～14二〇〇

9：30～14　：00

131〔）0～14：00

12：30時問厳守

12：40～12：50

9：30～14：00

13：00～14二〇〇

12：40～12　：50

9：30～14：00

13100～14；00

12：30～13：00

9：30～14：00

13：00～14：00

12：30～13：00

12：40～12：50

対象地区

自石地区

越河地区

大鷹沢地区

全地区
大平地区

白川地区

全地区

小原地区

日石地区口外

斎川地区

全地区
福岡地区

金地区
臼石地区

場　 所

白石市役所

越河出張所

大解尺公民館

白　石　保健　所

大平公民館

匠．1川公民館

市民会館
〔1　石　f呆　f建　巨斤

小原公民館

臼石保健所

斎川公民館

［；1　石　f呆　f建　戸斤

福岡玄、民館

市民会館

備　考

53．3．9～

　　4．13

52．1月生

53．9～4．13

52．1月生

51．1月生

52，7月生

52．1月生

8月

対象地区

　高水準の検査機能を備えた巡回

検診車「やすらぎ号」による成人

病検診を実施いたします。

　あなたの健康管理のため受診さ

れるようおすすめいたします。

〉対象者　40歳以上の市民

（老人健康診査も同時に行います）

〉検査種目　血圧、尿、眼底、血

　液検査、その他必要に応じて心

電図、眼底、血液検査も行いま

　す。

日程
地　区

越河地区

斉川地区

ぺ1曙沢地区

大平地区

ド」IIl6．7「‘

大鷹r尺8，9．12［×

深谷地区

日 区　 分 受付時間 場　　所 備　考

会　　場

越河公民館

斉川公民館

大鷹沢公民館

大平公民館

犬卒都婆公会堂

』
ハ
ベ

谷深

1

2

3

健康相談

3カ月児健診

健康相談

9：30～14：00

12：40～12　：50

越i可土也区

大鷹1尺地区

盆地区
自石地区

越河出張所

大鷹沢公民館

市民会館
臼石市役所
女子休憩室

月　日

7月10日

7月17日

7月18日

7 9：30～14　：00

7月19日

7月21日

7月24日

午前→一般
午后→妊婦

53．4．14

～5．10生

いずれも13時20分から14時まで

休日急患当番医
月日

7／2

9

16

23

30

8／6

内科
笹　 医院

5－2410

広瀬医院
5－0238

加藤〔司1医院

5－2001

引地医院
5－2036

柿崎医院
5－2210

亘理医院
5－8501

外科

刈田病院
5－2145

朝倉病院
5－2101

刈田病院
5－2145

銭谷医院
5－2010

宮城医院
5－2062

刈田病院
5－2145

都合により変更になる場合もあります。
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